
特別会計の状況
会計名 予算現額 収入済額 収入率

支出済額 支出率

国民健康保険事業費特別会計 98 億 4,170 万円 88 億 4,359 万円 89.9％
89 億    156 万円 90.4％

下水道事業特別会計 22 億 3,950 万円 14 億 7,215 万円 65.7％
17 億    811 万円 76.3％

農業集落排水事業特別会計 2 億    510 万円 1 億 9,643 万円 95.8％
1 億 6,160 万円 78.8％

介護保険特別会計 62 億 4,740 万円 58 億 9,016 万円 94.3％
54 億    604 万円 86.5％

子育て支援券特別会計 9 億 1,190 万円 8 億 7,938 万円 96.4％
8 億 9,041 万円 97.6％

後期高齢者医療特別会計 6 億 2,604 万円 6 億 1,701 万円 98.6％
6 億    292 万円 96.3％

須賀川財産区特別会計 118 万円 179 万円 151.4％
55 万円 46.9％

一時的な資金の不足については、一時借入金などにより対処しま
した。

資本的収入額が資本的支出額に不足する
額は、内部留保資金で補てんしました。

水道事業の経営状況
■収入および支出の状況

＜収益的収支＞
事業運営を目的とした収支

収入 15 億 6,356 万円

支出 14 億 2,481 万円

＜資本的収支＞
施設整備を目的とした収支

収入 1 億 7,345 万円

支出 5 億 8,899 万円

■業務の状況

給水戸数 2 万 6,542 戸

給水人口 6 万 9,226 人

市債の借入残高
■一般会計　
　295 億 4,025 万円

■特別会計　106 億 8,260 万円
　下水道事業特別会計　95 億 5,585 万円　／　農業集落排水事業特別会計　11 億 2,675 万円

　市債は、その返済について普通交付税措置のある地方債を優先的に発行し、
財源の確保に努めています。特に、返済額の 70％が普通交付税として措置さ
れる合併特例債を積極的に活用しています（合併特例債現在高 97億 1,573 万
円で全体の 32.9％）。
　なお、市債は平成 28年の４～５月にも借り入れますので、最終的な年度末
残高はこれより増加します。

借入先別

財務省など
　　　102 億
　　5,412 万円
　　　（34.7％）

地方公共団体
金融機構	
70 億 9,677 万円

（24.0％）市中銀行
47 億 2,187 万円

（16.0％）

栃木県	
11 億 6,964 万円（3.9％）

ゆうちょ銀行・かんぽ生命保険	
5 億 2,056 万円（1.8％）

目的別
臨時財政対策債

教育債

総務債

災害復旧債

農林業債

衛生債

民生債

公営住宅債商工債

消防債

土木債

155 億
7,409 万円
（52.7％）

38 億
9,824 万円
（13.2％）

67億8,917万円
（23.0％）

10 億 786 万円
（3.4％）

6億 8,417 万円
（2.3％）

5億 6,330 万円
（1.9％）

5億 3,568 万円
（1.8％）

2億 7,308 万円
（0.9％）

3,005 万円
（0.1％）

4,432 万円（0.2％）

1億 4,029 万円
（0.5％）

その他金融機関
35 億 902 万円
（11.9％）

共済組合など	
22 億 6,827 万円

（7.7％）
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大田原市の財政状況
平成27年度下半期

問財政課　　（２３）８７９７

　市では、毎年６月と 12 月の年２回、市の財政状況を公表しています。これは、市民の皆さんから納めていた
だいた税金や国・県からの支出金などの使いみち、財産の状況などをお知らせするものです。
　今回は、平成 27 年度下半期（平成 28 年３月 31 日まで）の執行状況をお知らせします。
　なお、市の決算は出納整理期間（４月１日～５月 31 日）後に作成しますので、今回の財政状況の数値と決算の
数値は異なります（決算については、広報１月号に掲載予定です）。

一般会計の状況

歳出歳入

　国庫支出金・市債・県支出金については、事業完了後に
収入となるため、翌年度へ繰越となったり、出納整理期
間（４月１日～５月 31 日）に収入されたりする分があり、
予算現額と収入済額に開きが生じることがあります。

市税の状況 財産の状況
税　目 予算現額（Ａ） 収入済額（Ｂ） 収入率

（Ｂ /Ａ）
固定資産税 48 億 3,806 万円 48 億 3,973 万円 100.0％
市民税 42 億 6,534 万円 40 億 7,220 万円 95.5％

市たばこ税 5億 2,207 万円 5億 2,261 万円 100.1％
都市計画税 3億 1,738 万円 3億 1,848 万円 100.3％
軽自動車税 1億 7,787 万円 1億 7,996 万円 101.2％
入湯税 1,980 万円 2,179 万円 110.1％

特別土地保有税 0.1 万円 292 万円 2920.0％
合計 101 億 4,052 万円 99 億 5,769 万円 98.2％

土地 5,679,807㎡

建物 325,339㎡

基金 73 億 4,734 万円

101 億 4,052 万円
99 億 5,769 万円

71 億 5,326 万円
71 億 5,326 万円

51 億 9,118 万円
40 億 8,787 万円

38 億 8,570 万円
17 億 7,880 万円

24 億 7,083 万円
19 億 7,734 万円

15 億 3,376 万円
15 億 3,376 万円

3 億 9,562 万円
3 億 9,322 万円

53 億 3,442 万円
52 億 8,702 万円

市税

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

地方消費税
交付金

使用料及び
手数料

その他

民生費

教育費

総務費

土木費

公債費

衛生費

農林水産業費

消防費

その他

商工費

106 億 5,186 万円
94 億 8,941 万円

51 億 1,038 万円
43 億 5,555 万円

45 億 6,518 万円
31 億 1,466 万円

44 億 9,063 万円
33 億 8,170 万円

41 億 3,633 万円
41 億 1,504 万円

25 億 3,116 万円
23 億 1,964 万円

16 億 6,010 万円
13 億 2,656 万円

15 億 2,908 万円
14 億 6,690 万円

10 億 2,364 万円
9 億 5,831 万円

4 億    693 万円
3 億 4,924 万円

上段：予算現額
下段：支出済額

上段：予算現額
下段：収入済額

（平成 28 年 3 月 31 日現在　住基人口：72,603 人　世帯：27,782 世帯）

１世帯当たりの市税負担額は、　 35万8,422円１世帯当たりの歳出金額は、 　111万1,403円

市民１人当たりの歳出金額は、　42万5,286円

■一般会計予算を市民１人当たりに換算してみると・・・

市民１人当たりの市税負担額は、　13万7,153円

361 億　529 万円
321 億 6,896 万円

361 億　529 万円
308 億 7,701 万円合計 合計
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